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安
岡
章
太
郎
『
質
屋
の
女
房
』
論

-
。
外
的
な
る
も
の
"
の
支
配
と
。
逃
避
″
の
ペ
ー
ソ
ス
ー

1『
質
屋
の
女
房
』
は
不
思
議
な
作
品
で
あ
る
。

安
岡
章
太
郎
の
作
品
の
中
で
、
発
表
当
時
か
ら
特
に
安
岡
ら
し
い
独
特
の
雰
囲
気
を
持
つ
短

編
の
傑
作
・
代
表
作
の
一
つ
と
語
ら
れ
、
評
価
が
高
か
っ
た
。
最
近
で
も
、
『
短
編
小
説
傑
作
選

(
丸
谷
才
一
・
井
上
ひ
さ
し
編
)
』
(
文
藝
春
秋
社
、
平
成
7
年
7
月
臨
時
増
刊
)
、
『
短
編
の
愉

楽
4
1
近
代
小
説
の
中
の
恋
愛
―
』
(
有
精
堂
、
平
成
5
年
8
月
)
等
、
昭
和
の
優
れ
た
短
編
集

(
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
)
や
恋
愛
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
近
現
代
小
説
の
短
編
の
代
表
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
魅
力
や
構
造
、
位
置
等
に
つ
い
て
の
具
体
的
考
察
は
、
い
く
つ
か
の
同
時
代

批
評
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
質
屋
の
女
房
』

を
安
岡
章
太
郎
の
方
法
と
文
体
の
特
質
と
構
造
、
特
に
描
写
力
(
文
体
)
の
仕
組
み
と
そ
の
批

評
性
の
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

作
者
が
満
で
4
0
歳
の
時
、
昭
和
3
5
年
5
月
号
の
『
文
藝
春
秋
』
誌
に
こ
の
作
品
は
発
表
さ
れ

た
。
昭
和
3
4
年
か
ら
3
7
年
(
作
者
3
9
歳
～
4
2
歳
)
は
、
日
米
安
保
条
約
の
改
定
を
め
ぐ
る
デ
モ

(
昭
和
3
5
年
6
月
1
5
日
、
5
8
0
万
人
参
加
)
に
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
後
1
5
年
経
過

と
経
済
的
な
成
長
を
背
景
に
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
中
心
に
政
治
的
な
「
戦
後
」
の
意
味
が

具
体
的
に
問
わ
れ
た
最
初
の
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
戦
後
文
学
」
の
意

義
を
再
検
討
す
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
は
、
作
家
安
岡
に
と
っ
て
も
一
つ
の
転
機
と
も
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
昭
和
3
2
年

7
月
9
7
一
日
母
、
死
去
。
そ
し
て
『
海
辺
の
光
景
』
が
雑
誌
発
表
さ
れ
(
『
群
像
』
昭
和
3
4
年
い
1
1
E
~
1
2

月
号
)
、
こ
の
作
品
に
よ
っ
て
翌
年
の
芸
術
選
奨
・
野
間
文
芸
賞
を
受
賞
す
る
。
ま
た
こ
の
年
は
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
招
き
で
ア
メ
リ
カ
テ
ネ
シ
ー
州
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
、
ヴ
ラ
ン
ダ
ビ
ル
ド

大
学
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
る
(
昭
和
3
4
年
‥
1
1
月
~
翌
年
5
月
)
。
こ
の
間
の
経
験
は
自
己
の
感

佐

藤

洋

一

(
国
語
教
室
)

性
を
軸
に
し
た
独
特
の
文
明
批
評
(
紀
行
)
と
し
て
『
ア
メ
リ
カ
感
情
旅
行
』
(
岩
波
新
書
、
昭

和
3
7
年
2
月
)
に
結
実
す
る
。
ま
た
、
昭
和
3
4
年
に
は
父
が
再
婚
し
、
こ
の
こ
と
を
題
材
と
し

た
代
表
作
の
一
つ
『
家
族
団
槃
図
』
(
『
新
潮
』
昭
和
3
6
年
8
月
号
)
も
書
か
れ
て
い
る
。
母
の

死
と
父
の
再
婚
、
ア
メ
リ
カ
南
部
か
ら
見
た
〈
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
〉
、
こ
う
し
た
生
活
上
の
転
機

や
認
識
は
、
作
品
の
方
法
や
作
風
に
も
微
妙
な
変
化
を
与
え
て
い
る
。

短
編
は
、
『
美
し
い
瞳
』
『
相
も
変
わ
ら
ず
』
等
短
編
集
『
青
葉
し
げ
れ
る
』
に
お
さ
め
ら
れ

る
昭
和
3
4
年
代
に
発
表
さ
れ
た
作
品
に
続
い
て
、
『
雨
』
(
『
文
学
界
』
昭
和
3
4
年
4
月
号
)
『
質

屋
の
女
房
』
『
革
の
臭
い
』
(
『
群
像
』
昭
和
3
5
年
1
0
月
号
)
『
家
族
団
槃
図
』
『
む
し
暑
い
朝
』
(
『
中

央
公
論
』
同
1
0
月
号
)
『
裏
庭
』
(
『
群
像
』
同
年
同
月
)
『
軍
歌
』
(
『
新
潮
』
昭
和
3
7
年
1
1
月
号
)

『
焼
き
栗
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
街
』
(
昭
和
3
8
年
2
月
号
)
が
発
表
さ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
8
編
は
後
に
短
編
集
『
質
屋
の
女
房
』
(
昭
和
3
8
年
8
月
号
、
新
潮
社
)
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
る
作
品
群
で
あ
る
。

『
質
屋
の
女
房
』
は
ま
ず
、
発
表
当
時
〈
女
の
色
気
〉
が
よ
く
描
け
て
い
る
「
色
っ
ぽ
い
小

説
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
評
価
さ
れ
て
い
る
。
山
本
健
吉
・
奥
野
信
太
郎
・
佐
藤
朔
の
三

氏
に
よ
る
「
創
作
合
評
(
一
九
六
〇
・
四
・
一
九
)
」
『
群
像
〔
昭
和
3
5
年
5
月
号
と
(
講
談
社
、

昭
和
3
5
年
5
月
)
で
、
山
本
健
吉
氏
は
「
女
の
色
気
、
コ
ケ
ッ
ト
リ
ー
と
、
あ
る
さ
び
し
さ
が

よ
く
描
け
て
い
る
」
と
し
、
作
者
の
自
己
を
客
観
化
し
た
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
(
卑
下
)
に

自
己
批
評
の
目
を
認
め
、
同
時
に
相
手
に
対
す
る
観
察
の
裏
側
に
あ
る
「
あ
る
一
種
の
愛
情
と

か
哀
愁
と
か
い
う
も
の
」
が
よ
く
出
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
。

だ
が
、
作
品
の
〈
女
の
色
気
/
コ
ケ
ッ
ト
リ
ー
/
あ
る
さ
び
し
さ
〉
を
作
者
の
表
現
態
度
と

の
関
係
を
語
る
こ
と
で
、
作
品
の
本
質
的
な
魅
力
を
語
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
作
品
発

表
当
時
の
創
作
合
評
は
そ
れ
自
体
、
時
代
の
雰
囲
気
を
反
映
し
た
証
言
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
。

た
だ
、
問
題
は
〈
女
の
色
気
/
コ
ケ
ッ
ト
リ
ー
/
あ
る
さ
び
し
さ
〉
の
構
造
と
批
評
性
と
も
言

一
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う
べ
き
内
実
、
つ
ま
り
、
〈
女
の
色
気
〉
と
作
者
の
自
己
批
評
の
視
線
の
意
味
を
「
僕
」
や
「
女

房
≒
母
親
」
等
の
人
物
、
時
代
性
等
と
の
関
係
か
ら
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

〈
女
の
色
気
/
コ
ケ
ッ
ト
リ
ー
/
あ
る
さ
び
し
さ
〉
の
側
か
ら
で
は
な
く
、
戦
時
下
の
学
生

の
青
春
の
物
語
と
い
う
視
点
か
ら
、
『
質
屋
の
女
房
』
を
読
ん
だ
の
は
浅
見
淵
氏
で
あ
る
。
氏
は

学
生
の
「
青
春
的
抒
情
」
を
前
景
に
、
戦
時
下
の
重
著
し
い
「
時
代
性
」
を
後
景
に
読
も
う
と

す
る
。
短
編
集
『
質
屋
の
女
房
』
の
書
評
の
な
か
で
、
浅
見
氏
は
「
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
筆
力
と
荒
唐
無

稽
な
筋
立
て
だ
け
が
重
視
」
さ
れ
た
当
時
の
文
壇
に
あ
っ
て
、
安
岡
を
「
短
編
の
名
手
の
一
人
」

と
し
て
高
く
評
価
し
、
そ
の
文
章
の
特
色
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
(
傍
線
は
佐
藤
。
以
下

同
じ
)
。

「
な
ん
の
奇
も
な
い
庶
民
の
世
界
」
の
「
装
わ
れ
ぬ
真
実
」
が
え
ぐ
り
出
さ
れ
て
い
て
、
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
を
失
っ
て
い
な
い
柔
軟
な
青
年
的
感
覚
は
、
急
速
に
変
転
す
る
時
代
感
覚
を

い
つ
か
消
化
し
て
い
て
、
日
常
生
活
を
描
き
な
が
ら
、
な
お
且
つ
時
代
性
を
も
彷
彿
さ
せ

Iて
い
る
。
そ
の
点
が
従
来
の
私
小
説
作
家
と
ち
が
い
、
戦
後
派
の
第
三
新
人
の
私
小
説
作

家
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
(
「
ユ
ニ
ー
ク
な
人
生
詩
-
短
編
集
『
質
屋
の
女
房
』
-
」

『
図
書
新
聞
』
昭
和
3
8
年
5
月
r
―
i
日
)
。

氏
は
ま
た
、
作
品
集
の
も
つ
「
人
生
詩
的
な
一
鞋
の
詩
情
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
の
「
戦
後
派
型
の
私
小
説
作
家
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、

作
者
の
家
庭
が
敗
戦
を
契
機
に
し
て
没
落
中
産
階
級
に
顛
落
し
た
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、

作
者
自
身
は
自
分
の
消
極
的
な
性
癖
を
顧
み
て
い
っ
そ
う
人
生
の
負
け
犬
的
存
在
で
あ
る

こ
と
を
意
識
し
、
こ
の
観
点
か
ら
、
作
者
の
分
身
で
あ
る
反
向
日
性
の
戦
後
派
青
年
の
日

常
生
活
に
取
材
し
、
人
情
の
機
微
や
世
相
の
芯
を
穿
つ
の
を
得
意
と
し
て
い
る
(
同
右
)
。

と
語
っ
て
い
る
。

短
編
集
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
『
質
屋
の
女
房
』
に
つ
い
て
は
、
世
評
の
高
か
っ
た
の
は
も
っ

と
も
で
「
集
中
の
作
品
中
い
ち
ば
ん
サ
ワ
リ
が
あ
り
、
そ
の
サ
ワ
リ
が
非
情
に
終
わ
っ
て
い
る

の
で
深
い
余
韻
を
残
し
て
い
る
」
と
語
り
、
「
戦
時
下
の
無
目
的
な
暗
い
青
春
を
送
っ
て
い
る
学

生
」
の
「
人
生
の
掴
め
ぬ
青
春
の
焦
燥
と
い
っ
た
も
の
や
、
一
見
自
堕
落
に
み
え
る
青
年
の
清

純
な
青
春
的
抒
情
と
い
っ
た
も
の
が
、
戦
時
下
の
重
著
し
い
空
気
の
中
に
摘
出
さ
れ
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

だ
が
、
前
景
と
し
て
の
〈
青
年
の
焦
燥
や
自
堕
落
な
不
安
と
抒
情
1
日
常
生
活
を
描
写
-
〉

が
、
後
景
と
し
て
の
〈
戦
時
下
の
重
著
し
い
空
気
-
時
代
性
・
時
代
感
覚
を
彷
彿
-
〉
を
暗
示

一

一

す
る
と
言
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
従
来
の
私
小
説
的
な
作
品
の
批
評
か
ら
一
歩
も
出
て
は
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
そ
う
し
た
描
写
の
構
造
と
批
評
性
の
文
体
(
方
法
)
に

こ
そ
、
安
岡
の
独
自
性
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
部
分
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
「
戦
後
派
型
の
私
小
説
作
家
」
の
新
し
さ
も
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、
「
人
生
の
負
け
犬
的
存
在
で
あ
る
こ
と
の
意
識
」
の
構
造
は
、
作
品
に
込
め
ら
れ
た

作
者
の
批
評
精
神
と
の
関
係
か
ら
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
「
分
身
で
あ
る
反
向
日
性

の
戦
後
派
青
年
」
と
い
う
人
物
像
の
設
定
や
役
割
に
つ
い
て
も
、
他
者
の
造
型
の
意
味
(
質
屋

の
女
房
・
母
親
等
)
や
、
安
岡
に
お
け
る
《
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
日
本
社
会
の
虚
構
化
の
方
法
》

と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

佐
伯
彰
一
氏
の
「
安
岡
章
太
郎
」
(
『
伝
記
と
分
析
の
間
〔
現
代
評
論
選
書
〕
』
昭
和
4
2
年
1
2
月
、

南
北
社
)
は
、
『
質
屋
の
女
房
』
を
分
析
的
な
考
察
も
踏
ま
え
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
現
在
最

も
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

氏
は
こ
の
作
品
を
「
男
性
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
懲
罰
の
物
語
」
「
若
い
男
性
の
身
勝
手
さ
が
、
あ

ば
き
立
て
ら
れ
、
そ
の
傲
慢
に
ふ
さ
わ
し
い
罰
を
ふ
り
あ
て
ら
れ
る
過
程
の
物
語
」
で
あ
る
と

規
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
摘
発
と
懲
罰
の
プ
ロ
セ
ス
」
が
「
さ
ら
に
大
き
な

枠
組
み
(
戦
争
の
影
)
」
の
中
に
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
、
「
陰
画
の
戦
争
小
説
」
と
さ
え
呼
び
た

い
作
品
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
短
編
に
お
け
る
戦
争
の
扱
い
方
に
つ
い
て
、
戦
争
の
悪
を
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
の

免
罪
符
に
す
る
「
不
潔
な
感
傷
」
(
創
作
態
度
)
と
縁
の
な
い
の
が
『
質
屋
の
女
房
』
で
あ
り
、

こ
こ
で
摘
発
さ
れ
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
も
「
『
僕
』
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
あ
り
、
男
性
の
身
勝
手

さ
で
あ
っ
て
、
漠
然
た
る
戦
争
一
般
で
は
な
い
」
と
こ
ろ
に
『
質
屋
の
女
房
』
の
「
き
び
し
い

倫
理
性
」
が
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
に
は
安
岡
の
「
負
け
犬
的
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
位
置
を
そ
の

ま
ま
一
個
の
眼
と
感
受
性
に
転
化
」
し
よ
う
と
す
る
方
法
が
あ
り
、
「
一
つ
の
認
識
の
眼
」
が
安

岡
的
主
人
公
の
眼
を
通
し
て
透
視
す
る
「
外
界
の
描
写
、
定
着
」
に
こ
そ
作
家
と
し
て
の
成
功

が
あ
る
、
と
語
っ
て
い
る
。

氏
が
『
質
屋
の
女
房
』
に
こ
だ
わ
る
理
由
の
一
つ
は
、
氏
自
身
の
「
戦
中
派
的
な
心
情
」
と

共
通
な
も
の
を
み
る
態
度
が
あ
る
と
言
う
。
こ
の
作
品
に
は
「
戦
争
中
の
多
く
の
学
生
が
、
意

識
の
上
で
は
、
無
理
に
も
押
さ
え
つ
け
、
知
ら
ぬ
顔
で
通
そ
う
と
し
て
い
た
、
あ
る
心
も
と
な

い
孤
立
感
、
誰
に
訴
え
よ
う
も
な
い
味
気
な
さ
が
、
拡
大
さ
れ
た
形
で
、
定
着
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
感
情
で
あ
る
。
こ
う
し
た
類
似
し
た
立
場
と
時
代
の
雰
囲
気
を
共
有
し
た
と
こ
ろ
か
ら

の
批
評
は
、
確
か
に
『
質
屋
の
女
房
』
の
特
質
の
側
面
を
語
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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し
か
し
、
こ
の
作
品
を
「
(
僕
の
)
男
性
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
懲
罰
の
物
語
」
と
語
り
な
が
ら
、
そ

の
「
懲
罰
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、
「
真
の
シ
テ
(
主
役
)
は
『
僕
』
で

は
な
く
『
質
屋
の
女
房
』
」
「
情
緒
的
、
倫
理
的
、
つ
ま
り
一
切
の
人
間
的
な
優
位
は
、
完
全
に

『
女
房
』
の
側
に
属
し
て
い
る
」
と
強
調
す
る
の
は
、
〈
男
性
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
(
僕
の
存
在
)
批

評
の
物
語
〉
と
い
う
論
点
と
、
何
か
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

氏
の
、
こ
う
し
た
作
品
構
造
と
効
果
(
文
体
)
の
構
造
的
把
握
の
曖
昧
さ
は
、
こ
の
作
品
を

「
(
僕
の
)
男
性
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
懲
罰
の
物
語
」
と
線
を
引
い
た
明
快
さ
と
表
裏
の
問
題
だ
が
、

「
僕
」
の
視
線
に
浮
か
び
上
が
る
他
の
人
物
へ
の
考
察
の
欠
如
、
詩
的
な
文
体
の
構
造
へ
の
視

点
の
不
十
分
さ
等
、
安
岡
作
品
の
〈
多
面
的
〉
〈
多
層
的
〉
構
造
へ
の
理
解
の
不
十
分
さ
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
作
品
結
末
の
場
面
、
「
女
房
」
の
〈
明
る
い
笑
い
〉
の
意
味
は
何
か
、

「
た
だ
一
言
も
な
く
」
「
無
意
味
」
に
〈
外
套
〉
の
襟
の
あ
た
り
を
撫
で
廻
す
他
な
い
「
僕
」
の

行
為
の
意
味
や
〈
外
套
〉
の
象
徴
性
、
作
品
に
お
け
る
批
評
性
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、

等
の
課
題
で
あ
る
。

表
1

『
質
屋
の
女
房
』
に
お
け
る
人
物
像
の
位
置
と
役
割
1
安
岡
章
太
郎
の
人
物
造
型
-

こ
の
作
品
を
「
(
僕
の
)
男
性
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
懲
罰
の
物
語
」
と
語
り
な
が
ら
、
「
真
の
シ

テ
(
主
役
)
は
『
僕
』
で
は
な
く
『
質
屋
の
女
房
』
」
(
佐
伯
氏
)
と
す
る
よ
う
な
混
乱
が
生
ま

れ
る
原
因
の
一
つ
は
、
安
岡
的
人
物
造
型
の
意
味
を
「
虚
構
化
」
の
観
点
か
ら
構
造
的
に
位
置

づ
け
る
視
点
が
欠
け
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

「
僕
」
や
質
屋
の
女
房
・
母
親
・
友
人
F
等
の
人
物
は
、
他
の
安
岡
の
作
品
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
一
見
バ
ラ
バ
ラ
に
み
え
る
。
し
か
し
、
単
に
私
小
説
的
な
設
定
を
越
え
て
、
安
岡
的
「
虚

構
化
」
の
方
法
の
中
で
構
造
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
「
外
部
」
と
し
て
の
社
会
や
制
度
(
国
家
)
と
人
物
の
「
内
部
」
と
の
関
係

の
「
虚
構
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
(
《
戦
前
・
戦
時
下
・
戦
後
日
本
社
会
の
虚
構
化
》
)
、
『
質
屋

の
女
房
』
に
お
け
る
人
物
造
型
の
特
色
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
と
役
割
等
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
要
点
を
ま
と
め
た
も
の
が
次
の
表
で
あ
る
(
表
1
、
参
照
)
。

一

一

一
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「
僕
」
は
戦
時
下
、
「
何
と
も
イ
ラ
立
た
し
い
幻
影
」
「
『
反
復
』
の
幻
影
」
に
全
身
を
つ
つ
ま

れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
母
親
の
心
配
を
よ
そ
に
大
学
へ
も
行
か
す
、
友
達
の
下
宿
で
「
妙
な

も
の
」
を
書
き
つ
づ
り
「
旅
行
」
と
称
し
て
吉
原
や
玉
の
井
に
泊
ま
っ
て
く
る
…
…
。
学
校
は

怠
け
る
が
、
。
堕
落
"
す
る
熱
意
と
根
気
さ
え
無
い
「
僕
」
は
、
「
マ
メ
に
勤
勉
に
『
堕
落
の
道
』

を
歩
き
続
け
る
根
気
を
持
つ
」
友
人
F
か
ら
も
見
棄
て
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

「
僕
」
は
作
品
の
中
心
人
物
(
①
)
で
あ
り
、
視
点
人
物
(
。
語
り
”
の
視
点
)
を
兼
ね
て
い

る
。
作
品
の
内
実
は
「
僕
」
の
視
点
か
ら
、
心
理
描
写
の
過
程
と
し
て
語
ら
れ
る
。
「
僕
」
の
心

理
描
写
の
中
で
最
も
重
要
な
点
は
、
あ
る
人
物
や
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
認
識
(
思
い
込
み
、

錯
誤
、
空
想
等
)
が
変
化
し
、
そ
の
変
化
の
過
程
に
「
僕
」
の
内
部
が
描
か
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
「
無
意
識
」
の
「
意
識
化
」
の
過
程
で
あ
り
、
曖
昧
で
漠
然
と
し
た
自
己
の

存
在
感
覚
の
深
層
(
本
質
や
無
意
識
)
に
出
会
う
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
「
自
己
発
見
」
の
構
造
を

持
っ
て
い
る
。

あ
る
人
物
や
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
。
鏡
像
(
分
身
)
的
人
物
・
イ
メ
ー
ジ
(
②
ご
と
で
も
名
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
質
屋
の
女
房
』
で
は
質
屋
の
女
房
の
「
僕
」
の
内
面
で
の
イ
メ
ー
ジ
の

変
化
が
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
二
重
の
変
化
過
程
の
描
写
に
、
《
時
代
》
の
圧
迫
感
や
戦

時
下
の
雰
囲
気
、
見
え
な
い
運
命
に
支
配
さ
れ
る
微
妙
な
心
理
…
…
等
が
浮
か
び
上
が
る
構
造

な
の
で
あ
る
。
質
屋
の
女
房
は
〈
質
屋
の
主
人
の
妾
(
元
商
売
女
)
〉
と
い
う
立
場
の
女
か
ら
、

「
僕
」
と
あ
る
共
通
の
も
の
を
一
時
に
せ
よ
共
有
し
た
関
係
と
な
り
、
最
後
は
〈
時
代
や
運
命

に
支
配
さ
れ
な
が
ら
も
明
る
く
生
き
る
コ
人
の
女
性
」
〉
と
し
て
の
存
在
に
変
化
す
る
。
こ
う

し
た
。
鏡
像
的
人
物
”
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
は
、
質
屋
の
女
房
の
存
在
感
を
鮮
明
に
描
く
と
と

も
に
、
「
僕
」
の
歪
ん
だ
内
面
(
深
層
)
を
照
射
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

「
質
屋
の
女
房
」
は
質
屋
の
主
人
の
妾
と
い
う
女
性
で
あ
る
こ
と
は
述
べ
た
。
彼
女
は
、
「
牛

か
熊
(
ひ
ぐ
ま
)
の
よ
う
な
」
五
十
が
ら
み
の
「
お
と
う
さ
ん
(
主
人
)
」
に
店
を
任
せ
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
自
由
な
外
出
等
は
許
さ
れ
な
い
境
遇
で
あ
る
。
主
人
は
他
に
も
店
(
=
愛
人
)

を
持
っ
て
い
る
ら
し
く
日
を
決
め
て
廻
っ
て
く
る
ら
し
い
。
彼
女
の
洒
落
た
態
度
と
色
気
は
着

物
の
趣
味
や
粋
な
着
こ
な
し
、
〈
笑
い
〉
や
会
話
に
効
果
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
僕
」

の
眼
に
映
る
こ
の
女
性
は
、
「
黒
っ
ぽ
い
着
物
の
裾
か
ら
、
白
い
ピ
ッ
タ
リ
し
た
足
袋
」
が
覗
き
、

「
年
齢
に
く
ら
べ
て
(
三
十
歳
く
ら
い
)
お
そ
ろ
し
く
地
味
な
、
お
ふ
く
ろ
の
着
て
い
る
も
の

よ
り
、
も
っ
と
地
味
な
着
物
」
を
着
て
い
る
。
「
お
寺
の
よ
う
に
陰
気
」
な
「
死
ん
だ
よ
う
に
重

著
し
い
空
気
/
徽
の
臭
い
」
が
す
る
店
で
は
、
彼
女
の
〈
笑
い
・
含
み
笑
い
〉
で
「
そ
の
ま
わ

り
だ
け
が
灯
が
と
も
っ
た
よ
う
に
(
景
色
や
雰
囲
気
が
)
生
き
か
え
」
る
の
で
あ
る
(
以
下
、

作
品
の
引
用
は
岩
波
書
店
版
『
安
岡
章
太
郎
集
3
』
に
よ
る
)
。

確
か
に
〈
女
の
色
気
、
コ
ケ
ッ
ト
リ
ー
、
お
か
し
さ
〉
は
い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
し

四

か
し
、
こ
の
女
性
の
〈
色
気
や
コ
ケ
ッ
ト
リ
ー
〉
は
、
「
僕
」
へ
の
好
意
の
表
現
と
し
て
の
色
気

や
女
性
の
魅
力
と
し
て
の
色
気
の
表
現
だ
け
で
は
な
く
、
商
売
女
だ
っ
た
と
い
う
過
去
/
外
出

も
ま
ま
な
ら
ぬ
妾
と
し
て
の
現
在
の
境
遇
(
主
人
に
よ
る
支
配
)
/
そ
し
て
戦
時
下
と
い
う
時
代

と
運
命
に
支
配
(
圧
迫
)
さ
れ
て
い
る
存
在
の
、
漠
然
と
し
た
気
分
や
情
緒
的
な
表
現
で
も
あ

る
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
こ
の
女
性
の
魅
惑
的
な
コ
ケ
ッ
ト
リ
ー
の
く
お
か
し
さ
(
哀
愁
)
〉
は
、
そ
う
し
た

支
配
や
圧
迫
の
中
で
生
き
る
一
人
の
女
性
の
健
気
さ
と
表
裏
一
体
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
。
〈
女
の
色
気
、
コ
ケ
ッ
ト
リ
ー
、
お
か
し
さ
〉
が
、
女
性
の
人
物
像
を
語
る

と
と
も
に
男
性
(
僕
)
の
欲
望
と
無
意
識
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
時
代
感
情
や
雰
囲
気
を
暗
示
す

る
と
い
っ
た
多
義
的
な
構
造
を
持
つ
描
写
力
と
文
体
、
こ
こ
に
安
岡
独
特
の
方
法
の
一
端
が
あ

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

安
岡
の
作
品
で
は
、
「
③
時
代
の
秩
序
や
価
値
観
を
典
型
的
に
表
す
人
物
」
が
設
定
さ
れ
、
国

家
・
権
力
・
組
織
等
の
側
か
ら
中
心
人
物
の
存
在
感
覚
を
拡
大
し
た
り
鮮
明
に
照
射
す
る
こ
と

が
多
い
。
例
え
ば
、
『
ガ
ラ
ス
の
靴
』
で
は
進
駐
軍
の
「
グ
レ
イ
ゴ
ー
中
佐
夫
妻
(
米
軍
軍
医
)
」

が
悦
子
と
の
夢
の
時
間
を
相
対
化
す
る
役
割
で
あ
り
、
『
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
』
で
の
「
親
父
」
は
元

軍
人
で
公
職
追
放
(
現
在
は
無
職
)
の
立
場
で
あ
り
、
中
心
人
物
の
日
常
や
恋
愛
を
圧
迫
す
る

重
要
な
枠
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
『
家
族
団
槃
図
』
で
は
「
父
の
再
婚
」
を
め
ぐ
っ
て
、
主
人
公

が
鏡
像
と
し
て
の
父
(
自
己
の
分
身
)
に
出
会
う
物
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
。
父
”
の
存
在
=
‥
戦

争
(
戦
後
)
の
責
任
=
戦
後
の
自
己
存
在
、
に
正
面
か
ら
出
会
う
と
い
う
構
図
で
あ
る
。

『
質
屋
の
女
房
』
で
は
こ
の
③
型
の
人
物
は
具
体
的
に
は
登
場
せ
ず
、
時
代
背
景
(
後
景
)

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
世
の
中
の
「
奇
妙
な
混
乱
」
を
語
る
場
面
で
あ
る
。
「
あ
る
日
、

映
画
館
に
入
る
と
、
バ
ド
リ
オ
政
権
が
で
き
て
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
『
フ
ァ
シ
ス
ト

1

1

の
歌
』
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
お
や
っ
と
思
い
、
出
て
み
る
と
町
で
は
イ
タ
リ
ヤ
降
伏
と
、
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
の
復
権
を
つ
た
え
る
号
外
売
り
が
走
っ
て
い
た
り
し
た
。
(
略
)
払
底
し
た
陸
海
軍
の

下
級
将
校
を
、
速
成
で
お
ぎ
な
い
を
つ
け
る
た
め
に
、
大
量
の
学
生
が
動
員
さ
れ
は
し
め
た
。
」
。

な
お
、
出
征
し
た
学
生
を
は
じ
め
、
「
僕
」
の
友
人
F
や
母
親
や
質
屋
の
主
人
等
は
そ
れ
ぞ
れ

「
④
時
代
・
社
会
の
多
数
や
一
般
性
」
を
表
す
人
物
で
あ
る
。
戦
況
悪
化
の
戦
時
下
(
内
地
)

の
状
況
や
、
出
征
し
て
い
く
学
生
の
様
子
等
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
特
に
、
質
屋

の
倉
庫
で
、
全
集
ば
か
り
一
冊
の
欠
巻
も
な
く
質
屋
に
入
れ
出
征
し
て
い
っ
た
学
生
を
「
一
種

の
親
し
さ
」
を
も
っ
て
想
像
す
る
場
面
は
、
「
何
と
も
イ
ラ
立
た
し
い
幻
影
」
「
『
反
復
』
幻
影
」

に
支
配
さ
れ
た
自
分
の
境
遇
と
重
ね
ら
れ
、
人
生
の
目
的
を
見
出
せ
な
い
や
り
場
の
な
い
焦
燥

や
倦
怠
感
等
時
代
の
。
情
緒
的
な
気
分
”
が
効
果
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
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に
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
こ
う
し
た
苦
悩
と
孤
独
の
交
錯
の
場
面
の
深

層
に
、
。
外
的
な
も
の
"
に
支
配
(
圧
迫
)
さ
れ
て
い
る
人
間
の
苦
悩
の
共
通
し
た
も
の
が
無
意

識
の
う
ち
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
質
屋
に
行
っ
て
、
品
物
で
無
く
自
分
が
「
あ
ん
た
、
恋
愛
で
も
し
て
ん
の
?
」
「
童

貞
じ
ゃ
な
い
わ
ね
」
等
と
値
踏
み
さ
れ
る
よ
う
な
逆
転
し
た
ユ
ー
モ
ア
と
、
一
人
の
「
女
」
の

全
身
的
な
著
悩
と
孤
独
、
そ
れ
に
耐
え
て
い
る
姿
、
こ
れ
ら
の
場
面
の
奥
に
は
「
僕
」
と
質
屋

の
女
房
の
く
あ
る
共
通
な
も
の
》
が
語
ら
れ
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
両
者
の
。
関
係
"
を
《
支
配
・
被
支
配
》
の
構
図
か
ら
ま
と
め
た
も
の
が
、
次
の
表

で
あ
る
(
表
2
)
。

表
2

『
質
屋
の
女
房
』
に
お
け
る
イ
メ
L
、
ン
の
構
造
-
《
支
配
・
被
支
配
》
の
構
図
-

質
屋
の
女
房
の
女
性
像
を
効
果
的
に
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
表
し
て
い
る
の
は
、
〈
笑
い
〉
と
会

話
で
あ
る
。
「
僕
」
の
視
線
が
。
語
り
5
r
の
文
体
と
し
て
そ
の
ま
ま
表
現
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ

の
作
品
に
と
っ
て
、
「
僕
」
の
眼
に
と
ら
え
ら
れ
る
女
房
の
多
義
的
な
〈
笑
い
〉
は
女
房
の
謎
め

い
た
魅
力
と
色
気
を
通
し
て
読
者
に
女
性
像
を
語
る
と
と
も
に
、
「
僕
」
の
困
惑
や
欲
望
等
女
房

に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
心
理
的
過
程
を
も
巧
み
に
描
い
て
い
る
。

質
屋
の
女
房
の
多
義
的
〈
笑
い
〉
は
、
時
代
と
運
命
・
境
遇
に
支
配
さ
れ
る
女
房
の
内
面
と

「
僕
」
へ
の
心
理
的
距
離
感
を
象
徴
的
に
暗
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
お
お
よ
そ

次
の
五
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

山
「
僕
」
へ
の
好
意
の
表
現
、
媚
と
し
て
の
〈
笑
い
〉
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「
僕
」
と
質
屋
の
女
房
の
。
関
係
"
は
、
い
わ
ゆ
る
中
途
半
端
な
堕
落
学
生
と
商
売
女
あ
が

り
の
妾
と
い
う
関
係
で
は
あ
る
が
、
二
人
の
関
係
を
支
え
て
い
る
の
は
「
僕
1

の
側
か
ら
み
る

と
、
彼
女
の
中
に
自
分
と
く
あ
る
共
通
な
も
の
》
を
無
意
識
の
う
ち
に
、
と
言
う
か
恋
愛
感
情

と
質
屋
に
好
か
れ
た
い
と
い
う
奇
妙
な
欲
望
の
曖
昧
さ
の
中
に
発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

は
、
作
品
の
展
開
上
か
ら
も
大
切
な
部
分
で
あ
り
、
か
つ
安
岡
的
な
描
写
力
が
生
か
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
質
屋
の
女
房
へ
の
関
心
が
「
恋
愛
で
は
な
い
」
が
「
金
を
借
り
る
側
」

に
と
っ
て
「
相
手
に
好
か
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
」
が
恋
愛
に
よ
く
似
た
心
の
動
き
を
示
す
こ

と
に
な
る
、
と
語
っ
て
い
る
場
面
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

ま
る
で
僕
は
そ
の
質
屋
の
女
房
に
恋
愛
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

し
、
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
と
云
っ
て
、
そ
れ
で
は
恋
愛
と
は
ど
ん
な
も
の
か

「
　

い
訊
か
れ
て
も
困
る
が
、
と
に
か
く
そ
の
こ
ろ
の
僕
は
、
た
だ
何
と
な
く
彼
女
の
店
を
利

A

用
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
こ
と
は
云
え
る
だ
ろ
う
。
金
を
借
り
る

に
と
っ
て
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
相
手
に
信
用
を
博
そ
う
と
か
、
そ
の
た
め
に
は
相

「
訓

に
好
か
れ
た
い
と
か
い
う
気
持
ち
か
絶
え
ず
働
い
て
お
り
、
そ
れ
は
亦
愛
に
よ
く
似
た

心
の
う
ご
き
を
示
す
こ
と
に
な
る
、
と
。
・
…
…
僕
自
身
で
も
、
何
度
も
通
う
う
ち
に
、
は
っ

と
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
/
夏
休
み
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
か
け

』
こ
ろ
、
学
生
服
を
受
け
出
し
に
行
く
と
、
青
い
顔
で
番
台
に
頬
杖
を
つ
い
て
い
た
彼
女

「

八
、
/
「
あ
ん
た
、
亦
愛
で
も
し
て
ん
の
?
」
/
と
、
押
れ
押
れ
し
い
口
調
で
き
い
た
。
(
略
)

B

ふ
と
見
る
と
、
彼
女
は
菁
い
顔
に
汗
を
に
じ
み
出
さ
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
い
つ
に
な
く

い
感
じ
だ
っ
た
。
首
筋
に
覗
い
て
み
え
る
真
っ
白
い
半
襟
ま
で
汗
臭
い
よ
う
に
見
え
た
。

「
J

か
も
彼
女
は
そ
の
前
屈
み
の
姿
勢
の
中
に
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
強
烈
な
「
女
」
を
全
身

で
発
散
さ
せ
て
い
た
。

A
場
面
は
、
質
屋
の
女
房
へ
の
関
心
と
旦
那
が
い
る
大
人
の
女
性
へ
の
警
戒
心
の
間
で
揺
れ

て
い
る
心
情
が
語
ら
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
女
性
へ
の
関
心
と
欲
望
(
恋
愛
)
が
″
質
屋
”

に
気
に
入
ら
れ
る
た
め
の
心
情
と
類
似
し
て
い
る
と
い
う
屈
折
し
た
心
理
が
大
変
ユ
ー
モ
ラ
ス

で
あ
る
。
た
だ
、
「
僕
」
の
彼
女
へ
の
関
心
は
、
い
わ
ゆ
る
甘
美
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
「
恋
愛
感

情
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
既
成
の
「
恋
愛
」
と
い
う
感
情
で
は
く
く
れ

な
い
曖
昧
さ
と
、
し
か
し
く
あ
る
切
実
な
も
の
の
共
有
》
で
あ
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

B
場
面
は
、
主
人
(
旦
那
)
の
愛
人
問
題
に
悩
む
一
人
の
「
女
」
と
し
て
の
苦
悩
と
孤
独
が
、

「
僕
」
の
眼
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
は
、
青
い
顔
に
汗
を
に
じ
み
出
さ
せ
た
/
醜
い
感
じ
/

首
筋
の
真
っ
白
な
半
襟
ま
で
汗
臭
い
…
…
、
そ
し
て
強
烈
な
「
女
」
を
全
身
で
発
散
し
て
い
る
。

こ
こ
は
、
質
屋
の
女
房
の
″
女
"
に
反
応
し
て
い
る
男
性
と
し
て
の
欲
望
も
や
や
エ
ロ
チ
ッ
ク
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②
立
場
を
暗
示
す
る
〈
笑
い
〉
/
優
位
に
立
っ
て
い
る
こ
と
の
自
覚
。
含
み
笑
い
。

圓
相
手
を
安
心
さ
せ
る
〈
笑
い
〉
。
自
分
の
〈
笑
い
〉
の
効
果
(
華
や
ぐ
)
を
知
っ
て
い
て
男
を

安
心
さ
せ
る
。
過
去
の
職
業
経
験
が
背
景
に
あ
る
。

㈲
笑
わ
な
け
れ
ば
い
ら
れ
な
い
状
況
(
開
き
直
り
の
強
さ
/
批
評
と
し
て
の
〈
笑
い
〉
)

㈲
同
じ
も
の
(
虚
し
さ
や
つ
ら
さ
等
)
を
共
有
し
て
い
る
と
の
サ
イ
ン
と
し
て
の
〈
笑
い
〉
。
元

商
売
女
で
妾
の
立
場
、
覚
悟
し
て
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
決
意
等
が
背
景
に
あ
る
。

こ
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
は
「
㈲
共
有
す
る
も
の
の
〈
笑
い
〉
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
を

戦
時
下
の
青
年
の
衝
動
的
で
エ
ゴ
イ
ス
テ
ッ
ク
な
「
恋
愛
」
(
や
妾
の
火
遊
び
)
に
終
わ
ら
せ
す
、

二
見
自
堕
落
な
青
年
の
清
純
な
青
春
的
抒
情
」
「
一
種
の
詩
情
」
(
浅
見
氏
)
を
湛
え
さ
せ
て

い
る
の
は
、
両
者
の
人
物
の
中
に
、
あ
る
一
生
懸
命
な
も
の
と
い
う
か
健
気
な
も
の
が
感
じ
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
無
論
世
間
的
な
意
味
で
は
、
と
も
に
両
者
は
無
垢
で
は
あ
り
得
な
い
。
し

か
し
、
〈
茫
然
と
し
た
情
緒
的
な
時
代
の
圧
迫
感
・
支
配
〉
に
耐
え
る
共
通
な
心
性
に
よ
っ
て
結

ば
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
も
の
が
バ
ネ
に
な
っ
て
二
人
の
内
面
が
拡
大
さ
れ
、
時
代
感
情
が
暗

示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈
外
套
(
返
さ
れ
た
冬
物
の
コ
ー
ト
)
〉
は
、
女
房
の
反
復
さ
れ
る
〈
笑
い
〉
と
と
も
に
作
品

の
中
で
独
特
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
〈
外
套
〉
は
女
房
と
の
。
関
係
”
を
象
徴
的
に
語
る
イ
メ
ー

ジ
で
あ
り
、
彼
女
の
〈
笑
い
〉
は
女
性
の
人
間
像
の
特
色
と
関
係
性
を
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
〈
外
套
〉
の
も
つ
象
徴
的
な
意
味
を
中
心
に
、
未
尾
の
場
面
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。初
め
て
、
そ
の
質
屋
に
行
っ
た
時
、
主
人
は
大
き
な
こ
の
冬
物
の
〈
外
套
〉
に
五
拾
円
の
値

を
つ
け
る
が
、
「
襟
の
先
が
一
部
分
、
切
れ
か
か
っ
て
い
る
」
の
を
見
咎
め
ら
れ
、
半
値
と
な
る
。

結
果
的
に
悪
い
値
段
で
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
「
僕
」
は
「
自
分
の
人
格
が
半
値
に
切
り
下
げ
ら

れ
た
」
よ
う
な
気
に
な
る
。

こ
の
〈
外
套
〉
は
「
僕
」
の
入
営
前
日
の
夕
方
、
彼
女
に
よ
っ
て
「
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う

に
」
と
わ
ざ
わ
ざ
返
さ
れ
る
。
作
品
未
尾
の
場
面
で
あ
る
。

突
然
の
訪
問
に
喉
が
つ
ま
り
そ
う
だ
っ
た
「
僕
」
は
、
「
町
会
の
婦
人
部
の
バ
ッ
ジ
」
を
つ
け

て
い
る
彼
女
を
「
な
ぜ
か
憐
れ
」
と
感
じ
る
。

お
忘
れ
に
な
っ
た
の
か
と
思
っ
て
…
…
…
」
/
僕
は
胸
の
中
が
真
っ
黒
く
な
る
よ
う
な
気

ヤ

が
し
た
。
決
し
て
忘
れ
た
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
彼
女
の
こ
と
を
思
い
や
る
こ
と
が

「
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
の
は
、
た
し
か
だ
っ
た
。
/

1
…
…
…
し
か
し
、
僕
が
恥
じ
ら
い
の
あ
ま
り
ほ
と
ん
ど
恐
怖
に
近
い
心
持
を
味
わ
う
の
は
、

I.
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ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
っ
た
。
/
「
こ
れ
を
…
…
」
/
と
、
彼
女
が
微
笑
を
ふ
く
む
よ
う
に
し
て

一

差
し
出
し
た
の
は
、
四
角
く
畳
ん
だ
ポ
ッ
テ
リ
と
し
た
手
ざ
わ
り
で
や
っ
と
憶
い
出
し
た

D

側
朔
州
頻
な
の
だ
。
/
「
途
中
で
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
…
…
…
。
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は

失
礼
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
あ
の
方
は
あ
た
し
か
ら
の
お
銭
別
に
さ
せ
て
」
/
彼
女
は

「
「
「
七
こ
こ
に
九
大を

う
か
べ
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
云
う
と
、
さ
っ
と
暗
闇
の
中
に
姿
を
消
し

た
。
/

「
-
僕
は
た
だ
一
言
も
な
く
、
し
ば
ら
く
の
間
は
無
意
味
に
指
の
腹
で
、
外
套
の
す
こ
し
擦
り

隋
「
切
れ
た
襟
の
あ
た
り
を
撫
で
て
い
た
。

二
人
の
恋
愛
的
な
関
係
は
、
自
分
で
自
由
に
生
き
よ
う
と
し
て
も
生
き
ら
れ
な
い
境
遇
の
女

と
、
突
然
召
集
令
状
が
来
て
戦
場
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
状
況
の
青
年
の
孤
独
が

折
り
重
な
っ
た
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
現
実
の
裏
側
(
影
・
暗
闇
)

の
部
分
で
、

一
時
的
に
せ
よ
く
あ
る
こ
と
を
共
有
し
合
う
〉
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
僕
」
の
中

途
半
端
に
堕
落
し
た
生
活
に
せ
よ
、
質
屋
の
女
房
の
過
去
や
現
在
の
境
遇
・
暗
い
倉
庫
で
の
出

来
事
等
の
。
暗
闇
”
の
メ
タ
フ
ォ
ア
ー
と
し
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

C
・
E
場
面
で
「
町
会
の
婦
人
部
の
バ
ッ
ジ
」
と
い
う
公
的
な
「
表
」
の
世
界
に
、
「
僕
」
は

う
さ
ん
く
さ
さ
と
彼
女
の
本
質
と
の
違
和
感
を
「
な
ぜ
か
憐
れ
だ
っ
た
」
と
感
じ
る
。
そ
し
て

彼
女
は
や
は
り
「
さ
っ
と
暗
闇
の
中
に
姿
を
」
消
す
の
で
あ
る
。
「
あ
の
方
は
あ
た
し
か
ら
の
お

賤
別
に
さ
せ
て
」
(
D
場
面
)
と
い
う
言
葉
に
は
、
一
時
的
な
二
人
の
《
共
有
》
の
意
味
を
公
(
表

の
世
界
)
で
再
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
に
対
す
る
彼
女
の
惜
別
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

無
論
、
元
商
売
女
と
し
て
の
立
場
か
ら
代
金
は
「
銭
別
」
と
い
う
、
大
人
の
優
位
に
立
っ
た
茶

目
っ
気
も
利
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
〈
明
る
い
笑
い
〉
は
、
時
代
や
運
命
に
支
配

さ
れ
る
一
人
の
女
と
し
て
の
誇
り
(
自
尊
心
)
や
「
僕
」
へ
の
最
後
の
挨
拶
、
そ
し
て
自
分
へ

の
激
励
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
返
さ
れ
た
〈
外
套
〉
に
は
次
の
よ
う
な
意
味
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
剛
文
字
通
り
、

途
中
で
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
に
と
い
う
女
性
の
思
い
や
り
の
意
味
。
悶
一
時
的
に
せ
よ
好
き

だ
っ
た
相
手
の
品
物
を
返
す
こ
と
で
(
外
套
は
出
会
い
の
品
物
)
、
自
分
の
気
持
ち
に
区
切
り
を

つ
け
る
。
女
の
側
か
ら
の
別
れ
の
挨
拶
の
意
味
。
倒
「
お
忘
れ
に
な
っ
た
の
か
と
思
っ
て
」
と

い
う
言
葉
と
つ
な
が
り
、
一
度
だ
け
で
忘
れ
ら
れ
る
辛
さ
の
裏
返
し
で
あ
り
、
女
性
の
自
尊
心

の
表
現
(
特
に
、
商
売
女
上
が
り
の
妾
と
軽
視
さ
れ
る
屈
辱
か
ら
自
由
に
な
る
た
め
)
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
こ
う
し
た
彼
女
の
言
葉
と
行
動
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
る
「
僕
」
の
内
面
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
「
ほ
と
ん
ど
恐
怖
に
近
い
」
「
僕
」
の
気
持
ち
と
、
「
無
意
味
に
指
の
腹
で
、

外
套
の
す
こ
し
擦
り
切
れ
た
襟
の
あ
た
り
」
を
撫
で
る
行
動
の
意
味
に
つ
い
て
簡
単
に
考
え
て

み
た
い
。
一
言
で
言
う
と
、
こ
の
。
恐
怖
に
近
い
"
感
情
と
は
彼
女
の
潔
い
態
度
と
優
し
い
思
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い
や
り
に
よ
っ
て
、
逆
に
。
自
己
の
醜
悪
な
本
質
”
と
出
会
わ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
恐
怖
で
あ

る
。
彼
女
の
潔
さ
と
は
、
一
つ
は
二
人
の
《
共
有
》
の
意
味
を
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
精
神

性
(
純
粋
さ
や
誇
り
)
、
も
う
一
つ
は
自
分
を
圧
迫
支
配
す
る
。
外
的
な
も
の
”
に
対
す
る
態
度

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
何
れ
も
「
僕
」
に
決
定
的
に
欠
落
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
厳
し
い
批
評
と
し
て

「
僕
」
を
貫
く
。
「
勤
勉
に
『
堕
落
の
道
』
を
歩
き
続
け
る
根
気
」
も
無
か
っ
た
「
僕
」
は
、
こ

れ
ま
で
学
校
・
母
親
や
自
己
か
ら
逃
避
し
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
女
と
の
二
人
の
《
共
有
》
の

意
味
さ
え
自
覚
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
質
屋
の
女
房
か
ら
も
逃
避
し
続
け
て
き
た
人
物
で
あ
っ

た
事
実
が
白
日
の
も
と
に
晒
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
〈
外
套
〉
の
擦
り
切
れ
た
襟
の
あ
た
り
は
、
質

に
入
れ
た
時
、
半
値
に
切
り
下
げ
ら
れ
た
原
因
の
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
見
、
見
掛
け
だ

け
良
く
て
実
は
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
が
擦
り
切
れ
て
い
て
半
値
の
値
打
ち
し
か
な
い
…
…
…

「
僕
」
の
歪
ん
だ
自
己
、
敗
北
感
の
象
徴
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
、
「
た
だ
I
言
も
な

く
」
「
無
意
味
に
」
撫
で
る
行
為
は
、
こ
う
し
た
敗
北
感
と
茫
然
と
向
き
合
っ
て
い
る
場
面
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

1
0
安
岡
作
品
の
多
く
は
、
自
己
の
存
在
感
覚
の
曖
昧
な
人
物
が
設
定
さ
れ
、
あ
る
事
件
を
経
過

し
て
自
己
の
存
在
の
深
層
と
向
き
合
い
は
じ
め
る
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
結

未
が
強
調
さ
れ
た
読
み
方
に
な
る
と
中
心
人
物
(
少
年
や
青
年
が
多
い
)
の
「
自
己
発
見
」
の

物
語
(
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
教
養
小
説
的
作
品
。
青
春
小
説
・
恋
愛
小
説
の
形
。
)
と
な
り
、
中
心

人
物
の
「
劣
等
生
」
「
落
第
生
」
的
人
物
像
の
特
徴
が
拡
大
さ
れ
る
と
空
想
的
で
逃
避
的
な
主
人

公
に
よ
る
精
神
的
彷
徨
の
小
説
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
(
自
己
卑
小
化
に
よ
る
「
社
会
・
時

代
」
の
批
評
的
作
品
)
。

し
か
し
、
安
岡
文
学
の
場
合
重
要
な
の
は
、
中
心
人
物
の
!
t
語
り
*
の
視
線
は
そ
の
人
物
の

曖
昧
な
存
在
感
覚
(
内
部
)
の
認
識
の
過
程
を
表
す
文
体
で
あ
り
、
同
時
に
そ
う
し
た
5
j
語
り
*

(
心
理
描
写
)
は
無
意
識
か
ら
意
識
化
へ
の
自
覚
の
過
程
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
心
理

描
写
の
方
法
は
感
覚
や
記
憶
・
錯
誤
(
思
い
違
い
)
、
鏡
像
的
人
物
の
設
定
と
変
化
等
独
特
の
表

現
に
よ
っ
て
、
個
性
的
な
文
体
を
形
成
し
て
い
る
。
作
品
を
読
む
こ
と
は
、
日
常
的
な
事
実
や

記
憶
の
断
片
を
通
し
て
、
表
層
か
ら
深
層
へ
の
構
造
的
な
認
識
過
程
を
読
む
こ
と
に
な
る
。
作

品
の
多
面
性
多
層
性
は
こ
の
描
写
の
多
義
性
の
魅
力
に
よ
る
の
で
あ
る
。

安
岡
作
品
を
抽
象
化
す
る
貧
し
さ
を
承
知
で
言
え
ば
、
『
質
屋
の
女
房
』
は
、
。
外
的
な
る
も

の
”
の
支
配
(
圧
迫
)
と
「
僕
」
の
。
逃
避
"
の
ペ
ー
ソ
ス
(
悲
哀
)
を
描
い
た
作
品
、
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
無
論
、
〈
女
の
色
気
〉
の
描
写
や
〈
安
岡
的
主
人
公
の
精
神
的
彷
徨
〉

に
焦
点
化
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、
こ
う
し
た
視
点
の
意
義
を
軽
視
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
多
義
的
多
層
的
な
描
写
の
構
造
は
ま
た
、
読
者
の
光
の
当
て
方
に
よ
っ
て
多
面
的

な
角
度
や
テ
ー
マ
を
示
す
面
(
解
釈
の
多
様
性
)
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
安
岡
独
特
の
方
法
と
文
体
の
解
明
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
「
茫
然
と
し
た
、
情
緒

的
と
も
り
翫
」
時
代
の
狂
気
や
雰
囲
気
、
そ
の
圧
迫
感
(
支
配
)
を
一
筆
書
き
の
よ
う
に
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
描
写
力
に
こ
そ
、
こ
の
作
品
の
特
質
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

質
屋
の
女
房
の
色
気
や
「
僕
」
の
無
目
的
な
生
活
、
全
編
に
漂
う
詩
的
な
ペ
ー
ソ
ス
や
ユ
ー
モ

ア
の
文
体
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
感
情
の
雰
囲
気
の
表
現
と
の
関
係
か
ら
と
ら
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
あ
る
。

安
岡
の
短
編
は
、
時
代
の
雰
囲
気
を
暗
示
す
る
奇
妙
な
、
し
か
し
詩
情
を
湛
え
た
。
恋
愛
”

小
説
の
様
相
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
短
編
の
『
ガ
ラ
ス
の
靴
』
『
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
』
等
、

初
期
か
ら
。
恋
愛
”
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
の
系
列
が
あ
る
。
無
目
的
な
生
活
を
送
る
青
年

(
僕
・
私
)
に
と
っ
て
の
。
恋
愛
”
の
対
象
は
少
女
や
若
い
女
性
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
。
恋

愛
”
の
意
味
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
女
性
像
の
描
写
を
通
し
て
、
「
僕
(
私
)
」

の
曖
昧
で
歪
ん
だ
存
在
感
覚
の
深
層
が
逆
照
射
さ
れ
る
こ
と
、
語
ら
れ
る
。
恋
愛
"
と
そ
の
関

係
の
深
層
に
《
時
代
感
情
や
雰
囲
気
、
情
緒
》
が
浮
か
び
上
が
る
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
と
同
時
に
、
あ
る
種
の
リ
リ
シ
ズ
ム
(
抒
情
性
、
詩
情
)
も
い
く
つ
か
の
変
奏
を
み
せ

な
が
ら
一
貫
し
た
特
色
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

1
1
]

国
家
や
戦
争
と
い
っ
た
大
状
況
だ
け
で
は
な
い
様
々
な
。
外
的
な
る
も
の
”
の
支
配
力
が
、

本
人
の
意
思
や
努
力
に
関
わ
ら
ず
人
間
の
運
命
を
変
え
て
い
く
。
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
は
『
首

斬
り
話
』
『
悪
い
仲
間
』
以
来
、
『
遁
走
』
『
流
離
譚
』
ま
で
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
安
岡
作
品
の
特

徴
の
一
つ
で
あ
る
。
安
岡
自
身
、
精
神
形
成
期
と
重
な
っ
た
戦
争
中
の
み
な
ら
ず
、
戦
後
も
「
外

部
か
ら
の
力
で
押
さ
え
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
圧
迫
感
」
、
そ
れ
は
「
軍
部
と
か
、
警
察
と
か
、

占
領
軍
と
か
、
個
人
に
対
す
る
組
織
の
力
と
か
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
も
っ
と
茫
然
と
し
た
、

む
し
ろ
情
緒
的
と
も
い
え
る
も
の
」
に
、
眼
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
押
さ
え
続
け
ら
れ
て
い
た

と
語
っ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
作
品
の
も
つ
枠
組
み
や
、
前
景
(
人
物
像
や
関
係
)
と
後
景
(
時
代
性
)

と
の
表
現
の
二
重
性
、
と
い
っ
た
指
摘
自
体
は
一
做
的
な
も
の
で
あ
り
、
作
品
の
題
材
や
構
図

を
な
ぞ
る
だ
け
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
あ
る
。
安
岡
的
な
文
体
と
方
法
の
特
質
、
固
有
性
が
ど
こ

に
あ
る
か
の
検
討
が
重
要
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
安
岡
の
描
写
力
の
構
造
の
特

質
、
そ
の
多
面
性
と
批
評
性
に
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
『
質
屋
の
女
房
』
に
つ
い
て
考
察
し
た
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も
の
で
あ
る
。
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